
　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に

お
け
る
日
本
人
軍
人
・
軍

属
の
戦
没
者
数
は
お
よ
そ

２
３
０
万
人
と
さ
れ
る
。
戦

没
者
遺
族
援
護
の
道
が
開
け

た
の
は
、
終
戦
か
ら
７
年
が

た
っ
た
昭
和
２７
年
に
日
本
が

独
立
を
回
復
し
、『
戦
傷
病
者
・

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
』
が

制
定
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
だ
。

　

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

生
ま
れ
の
中
村
孟
さ
ん
は
、

戦
前
か
ら
鉄
道
省
に
勤
め
る

父
・
峰
司
さ
ん
の
仕
事
で
山

口
県
山
口
市
に
暮
ら
し
、
昭

和
１２
年
に

日
中
戦
争

が
始
ま
る

と
、
父
は

陸
軍
鉄
道

輸
送
指
令

部
に
召
集

さ
れ
た
。

峰
司
さ
ん
が
終
戦
の
わ
ず
か

４０
日
前
に
香
川
県
高
松
市
の

空
襲
で
戦
死
し
た
時
、
中
村

さ
ん
は
１３
才
だ
っ
た
。
母
は

５
人
の
子
ど
も
を
連
れ
千
葉

県
土
睦
村
（
現
睦
沢
町
）
の

父
の
実
家
に
戻
る
も
、
肩
身

が
狭
い
親
戚
と
の
同
居
と
食

料
・
物
資
不
足
に
辛
い
生
活

を
送
っ
た
。
遺
族
会
副
会

長
の
丸
島
弘
也

さ
ん
�
が
生
ま

れ
た
昭
和
１９
年

（
１
９
４
４
）
３

月
、
父
・
芳
夫
さ

ん
は
出
征
し
て
い

た
。
長
男
出
生
の

知
ら
せ
を
戦
地
に

送
っ
た
が
返
事
は

な
く
、
芳
夫
さ

ん
は
丸
島
さ
ん

の
顔
を
見
る
こ
と
の
な
い
ま

ま
、
昭
和
２０
年
１
月
に
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
。
丸

島
さ
ん
は
ま
だ
１０
カ
月
の

乳
児
だ
っ
た
。
丸
島
さ
ん
は

２
０
１
４
年
、
日
本
遺
族
会

主
催
の
慰
霊
友
好
親
善
団
の

一
員
と
し
て
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
訪
れ
て
い
る
。

　

中
村
さ
ん
の
母
は
遺
族
会

婦
人
部
の
第
２
代
部
長
で
、

丸
島
さ
ん
の
母
も
婦
人
部
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

た
。
中
村
さ
ん
も
丸
島
さ
ん

も
、
母
親
た
ち
が
仕
事
で
忙

し
い
な
か
遺
族
会
の
活
動
に

奔
走
す
る
背
中
を
見
て
育
ち
、

自
然
と
後
を
継
い
で
尽
力
し

て
い
る
。
現
在
、
遺
族
会
の

会
員
は
３
３
０
名
ほ
ど
。
そ

の
大
部
分
が
戦
没
者
の
子
で

高
齢
化
し
て
い
る
。

　

終
戦
７５
周
年
記
念
誌
『
あ

ゆ
み
』
は
、
５
名
の
編
集
委

員
に
よ
り
２
年
半
を
費
や
し

編
纂
さ
れ
、
茂
原
市
遺
族
会

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
証
言
を

多
数
掲
載
し
て
い
る
。「
戦
争

の
た
め
に
い
か
に
遺
族
が
苦

し
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
を
赤

裸
々
に
書
い
た
」
と
、
中
村

さ
ん
。
特
集
と
し
て
組
ま
れ

た
座
談
会
で
は
、
出
席
し
た

遺
族
１３
名
の
う
ち
「
父
親
の

遺
骨
が
帰
っ
て
来
な
い
」、「
写

真
で
し
か
父
の
顔
を
知
ら
な

い
」
人
が
８
名
。
出
席
者
の

父
親
が
亡
く
な
っ
た
時
の
母

親
た
ち
の
平
均
年
齢
は
２９
才

だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
大

黒
柱
を
失
い
、
寝
食
を
削
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ

た
母
親
の
苦
労
」
を
口
々
に

語
っ
て
い
る
。
丸
島
さ
ん
は
、

茂
原
公
園
の
忠
霊
塔
に
刻
ま

れ
る
１
４
０
０
柱
ほ
ど
の
戦

没
者
の
亡
く
な
っ
た
年
齢
、

年
月
日
、
場
所
を
調
べ
、
出

身
地
区
ご
と
に
名
簿
を
作
成

し
た
。
戦
没
地
は
、
北
方
シ

ベ
リ
ア
や
中
国
か
ら
南
方
の

島
々
ま
で
広
域
で
、
戦
没
者

は
終
戦
に
近
づ
く
ご
と
に
数

を
増
す
。
年
齢
は
１０
代
が
３３

柱
、
２０
代
が
６
８
６
柱
、
３０

代
が
３
６
２
柱
と
、
数
字
が

戦
争
の
惨
さ
を
見
せ
つ
け
て

い
る
。

　
『
平
和
の
語
り
部
』
活
動
に

は
、『
あ
ゆ
み
』
の
発
行
が
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

記
念
誌
は
、
県
内
と
全
国
の

遺
族
会
、
長
生
郡
市
の
小
中

高
等
学
校
や
図
書
館
な
ど
に

贈
呈
さ
れ
、
６０
通
を
超
え
る

感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
中
に
は
「
今
後
、
悲
惨
な

戦
争
の
実
態
を
多
く
の
人
に

ど
う
伝
え
て
行
く
か
」
と
の

問
題
提
議
が
あ
り
、
そ
れ
が

若
い
世
代
へ
の
出
前
授
業
へ

と
結
び
つ
い
た
。

　

２
０
２
４
年
、
中
村
さ
ん

ら
は
市
内
小
中
学
校
校
長
会

に
出
席
し
、
平
和
の
語
り
部

の
出
前
授
業
の
受
け
入
れ
を

要
請
し
た
。
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
２
０
２
５
年
度
は
、
手
を

上
げ
た
中
学
校
３
校
と
小
学

校
３
校
で
実
施
。
講
師
は
、

中
村
さ
ん
、
丸
島
さ
ん
と
遺

族
会
会
長
の
清
水
博
也
さ
ん

�
の
３
人
が
務
め
た
。
授
業

で
は
『
戦
争
と
わ
た
し
た
ち
』

と
い
う
題
で
、
３
人

の
父
の
出
征
と
戦
死
、

戦
中
戦
後
の
家
族
の

暮
ら
し
や
市
内
の
掩

体
壕
な
ど
の
戦
争
遺

跡
に
つ
い
て
、
家
族

や
戦
地
か
ら
の
手
紙

な
ど
の
写
真
を
提
示

し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
丁
寧
に
語
り
か

け
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
子
ど
も
た
ち
に
は
涙
ぐ

ん
で
い
る
子
も
い
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
教

科
書
で
読
む
よ
り
、
実
際
に

話
す
の
を
聴
け
て
良
か
っ
た
」

「
平
和
な
今
の
暮
ら
し
が
昔
の

人
の
苦
労
の
上
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
も
っ
と
詳
し

い
話
を
聴
き
た
い
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
が
届
け
ら

れ
た
。
丸
島
さ
ん
は
、「
非
常

に
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
る
の

に
は
び
っ
く
り
し
た
。
ま
だ

幼
い
子
ど
も
た
ち
が
、
私
た

ち
が
話
す
こ
と
を
き
ち
ん
と

受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
本
当
に

や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
」。
中

村
さ
ん
は
、「
戦
後
８０
年
も

た
つ
と
歴
史
も
風
化
し
て
し

ま
っ
て
、
茂
原
に
飛
行
場
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
子

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
説
明

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
目
で
見
て
く
れ
ま

し
た
。
私
の
父
母
も
喜
ん
で

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

訪
れ
て
い
な
い
小
中
学
校
、

そ
し
て
高
校
で
も
是
非
や
り

た
い
。
今
後
と
も
平
和
を
守

る
た
め
、
こ
の
語
り
部
活
動

を
続
け
て
い
く
固
い
覚
悟
で

い
ま
す
」
と
言
葉
に
力
を
込

め
る
。　
　
　
　
　
　
（
石
井
）

問
茂
原
市
遺
族
会

・
中
村
さ
ん

☎
０
４
７
５
・
２２
・
３
９
１
８

・
丸
島
さ
ん  

メ
ー
ル

hiroyasangaya@mac.com

記
念
誌『
あ
ゆ
み
』

体
験
者
の
声
を

届
け
る

「平和は黙っていても降ってこない」

小中学校で平和の語り部活動
　　　　　　　　　　　　　             茂原市遺族会
　『茂原市遺族会』は昭和２２年（１９４７）の発足。アジア・太平洋戦争
戦没者の慰霊、遺族の福祉向上、恒久平和の確立などを目的として設立され
た。２０２１年には、終戦７５周年記念誌『あゆみ』を発行。その反響の
大きさから新たに『平和の語り部委員会』を立ち上げ、戦後８０年を迎えた
２０２５年度より、茂原市内の小中学校で戦争体験を伝える出前授業を行っ
ている。遺族会顧問で同委員会会長の中村孟さん�は「直接話すことが大切。
戦争を知らない若い世代が次の語り手となり、戦争の悲惨さ、平和の尊さを
語り継いでいってほしい」と願いを語る。

小学校での平和の語り部授業。左から講師を務める清水さん、中村さん、丸島さん

中村さん（左）と丸島さん

中村さん５才（左端）の家族写真。
Ｓ 12年７月、召集を覚悟した父・峰司
さんは家族写真を撮った。この１カ月後、
峰司さんは出征した
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同
特
別
展
で
の
展
示
物
は

大
小
合
わ
せ
て
１
１
６
点
に

及
ぶ
。
恐
竜
に
関
し
て
は
３０

点
で
、
日
本
初
公
開
の
ケ
ラ

ト
サ
ウ
ル
ス
、
国
内
唯
一
の

モ
サ
サ
ウ
ル
ス
全
身
骨
格
の

ほ
か
、
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
、

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
有

名
な
恐
竜
の
レ
プ
リ
カ
が
並

ぶ
。
全
長
１１
ｍ
の
モ
サ
サ
ウ

ル
ス
、
全
長
５
ｍ
の
ケ
ト
ラ

サ
ウ
ル
ス
は
高
さ
も
あ
り
、

圧
巻
の
大
き
さ
だ
。
特
別
展

の
名
称
に
『
捕
食
者
（
ハ
ン

タ
ー
）』
と
あ
る
と
お
り
、
多

種
多
様
な
肉
食
恐
竜
や
巨
大

な
海
生
爬
虫
類
の
他
、
現
代

も
生
息
す
る
ワ
ニ
や
ラ
イ
オ

ン
な
ど
時
代
を
超
え
た
個
性

的
な
ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。「
近
年
は
映
画

で
も
有
名
に
な
っ
て
い
る
モ

サ
サ
ウ
ル
ス
。
こ
れ
は
恐
竜
っ

ぽ
い
名
前
で
す
が
、
海
ト
カ

ゲ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い

ま
す
。
サ
ウ
ル
ス
と
い
う
の

は
、
ト
カ
ゲ
を
意
味
し
ま
す
。

恐
竜
の
名
前
の
多
く
は
地
名

や
発
見
し
た
人
の
名
前
が
付

け
ら
れ
て
い
て
面
白
い
で
す
。

こ
こ
で
は
、
時
代
だ
け
で
な

く
生
息
域
も
超
え
た
ハ
ン

タ
ー
に
出
会
え
る
こ
と
を
お

楽
し
み
に
」
と
、伊
左
治
さ
ん
。

ハ
ン
タ
ー
が
獲
物
を
捕
る
た

め
に
ど
の
よ
う
に
進
化
を
遂

げ
、
狩
り
の
技
を
身
に
つ
け

た
の
か
。
そ
れ
ら
が
、
化
石

か
ら
読
み
取
れ
る
と
い
う
の

だ
か
ら
驚
き
だ
。「
同
特
別
展

で
は
、
パ
ネ
ル
の
す
べ
て
の

漢
字
に
ひ
ら
が
な
の
ル
ビ
が

振
っ
て
あ
り
ま
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
で
も
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、
伊
左

治
さ
ん
は
続
け
た
。

　

展
示
室
で
は
、
ケ
ラ
ト
サ

ウ
ル
ス
の
前
に
捕
食
さ
れ
そ

う
な
小
さ
な
恐
竜
２
匹
が
い

た
り
、
ま
さ
に
獲
物
に
襲
い

掛
か
っ
て
い
る
シ
ー
ン
も
あ

る
。
ま
た
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
の
歯
が
突
き
刺
さ
り
、

食
べ
た
痕
と
み
ら
れ
る
貴
重

な
化
石
も
見
ら
れ
る
。「
ハ
ン

タ
ー
と
い
っ
て
も
、
セ
ミ
や

カ
マ
キ
リ
な
ど
昆
虫
界
か
ら

ラ
イ
オ
ン
や
シ
ャ
チ
な
ど
の

哺
乳
類
な
ど
色
々
な
分
類
が

あ
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
な
ど

の
肉
食
動
物
は
、
シ
マ
ウ
マ

や
キ
リ
ン
な
ど
と
い
っ
た
草

食
動
物
と
体
つ
き
だ
け
で
な

く
、
目
付
き
や
雰
囲
気
も
異

な
り
ま
す
。
進
化
の
産
物
と

な
る
、
他
の
生
物
を
捕
食
し

て
生
き
る
者
の
爪
、
歯
、
顔

の
特
徴
な
ど
機
能
的
な
美
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
」
と
、
伊
左
治
さ

ん
は
熱
く
語
っ
た
。
肉
食
恐

竜
と
い
う
括
り
で
は
、
体
に

大
き
な
特
徴
を
見
つ
け
る
の

が
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ゴ
ル
ゴ
サ
ウ
ル
ス
や
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
な
ど

同
じ
恐
竜
同
士

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
を
見
つ
け
ら

れ
た
ら
、
面
白
い

の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
会
期
期
間

は
ま
さ
に
夏
休

み
。
じ
っ
く
り
と

図
鑑
や
資
料
を
見

な
が
ら
、
自
由
研

究
の
テ
ー
マ
に
し

て
も
い
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

展
示
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

あ
る
『
恐
竜
く
ん
』
は
、
高

校
生
の
時
に
単
身
カ
ナ
ダ
へ

留
学
し
、
恐
竜
研
究
の
本
場

で
あ
る
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
で

古
生
物
学
を
学
ん
だ
。
卒
業

後
は
様
々
な
研
究
機
関
と
交

流
を
持
ち
な
が
ら
、
自
身
の

会
社
を
設
立
。
海
外
で
は
、

恐
竜
の
発
掘
か
ら
レ
プ
リ
カ

制
作
・
販
売
ま
で
を
行
う
企

業
が
あ
り
、
彼
は
そ
れ
ら
と

連
携
を
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

骨
格
を
入
手
し
て
い
る
。
恐

竜
の
専
門
家
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
自
身
で
設
計
し
た
骨
格

を
発
注
。
展
示
物
か
ら
は
、

恐
竜
の
動
き
や
構
造
に
つ
い

て
奥
深
い
解
釈
を
得
ら
れ
る

こ
と
間
違
い
な
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
『
レ

ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
モ
サ
サ
ウ
ル

ス
を
つ
く
ろ
う
』
が
８
月
２３

日
㈰
１０
時
半
～
１２
時
、
１３
時

半
～
１５
時
ま
で
の
２
回
開
催

予
定
（
申
込
締
切
８
月
９
日
）。

ほ
か
、
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
樹
脂
粘
土
を
使
っ

て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
恐
竜
を
作

る
『
博
物
館
フ
ィ
ギ
ュ
ア
×

ち
ば
恐
竜
博
』
８
月
３０
日
㈰

１０
時
～
１２
時
、
１３
時
～
１５
時

や
、『
さ
わ
っ
て
学
ぼ
う
！

化
石
＆
恐
竜
レ
プ
リ
カ
』
９

月
２０
日
㈰
と
２７
日
㈰
、
１３
時

半
～
１５
時
半
ま
で
（
そ
れ
ぞ

れ
当
日
受
付
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
夏
し
か
見
ら
れ
な
い
ハ

ン
タ
ー
の
世
界
を
、
覗
き
に

い
っ
て
み
て
は
い
か
が
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
要
確
認
を
。

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
松
丸
）

問
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

千
葉
市
中
央
区
青
葉
町

９
５
５
の
２

☎
０
４
３
・
２
６
５
・
３
１
１
１

・
入
場
料
：
一
般
８
０
０
円
、

高
・
大
学
生
４
０
０
円
、
中

学
生
以
下
・
６５
歳
以
上
・
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

及
び
介
護
者
１
名
無
料

・
休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）
８
月
１０
日

は
臨
時
開
館

・
開
館
時
間
：
９
時
～
１６
時
半

（
最
終
入
場
１６
時
）　

た
だ
し

７
月
１８
日
㈯
～
８
月
２９
日
㈯

の
土
曜
日
は
最
終
入
場
１７
時

半
、
閉
館
１８
時

ハ
ン
タ
ー
を

科
学
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

驚きがいっぱい！

 さぁ夏休み、
 ハンターたちに会いに行こう
　　　　　　　　　　　　　　　  千葉県立中央博物館

　９月２７日㈰まで、千葉県立中央博物館で開催されている令和８年度特別
展『ちば恐竜博―驚異の捕食者（ハンター）たち―』。同館は２０１８年以来、
８年ぶりとなる恐竜展の開催とあって様々なイベントも用意している。「前
回は、恐竜とは何かという点について、広く知ってもらおうというコンセプ
トで展示をしました。千葉県では銚子市の地層からアンモナイトの化石は発
掘されていますが、恐竜の骨の発見はありません。でも、子どもたちは恐竜
が大好きで、展示を望む問い合わせも多くあります。今回、そんな来場者の
需要と、博物館として広く多くの人に訪れて欲しいという希望のもと開催が
決まり、外部の恐竜専門家に企画協力を依頼しました」と話すのは、同館の
伊左治鎭司さん。企画したダブルヘリックス株式会社の代表取締役、田中真
士さんは『恐竜くん』という活動名で様々なメディア活動、企画展プロデュー
スをして、恐竜の知識を広めているサイエンス エデュケーター。どんな展
示内容なのか、大注目だ！

モ
サ
サ
ウ
ル
ス
の
全
身
骨
格

『
恐
竜
く
ん
』
こ
と
、
田
中
真
士
さ
ん

　

木
更
津
駅
発
の
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
・
久
留
里
線
に
乗
る
と
、

時
折
、
一
匹
の
白
黒
猫
が
一

緒
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

猫
と
一
緒
に
列
車
を
降
り
る

と
、
そ
こ
は
路
線
図
に
は
な

い
『
く
る
り
駅
』。
改
札
の
先

に
は
、
大
切
な
会
い
た
か
っ

た
人
が
い
ま
す
│
。

　

好
評
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
弾

『
く
る
り
駅
で
さ
よ
な
ら

を　

猫
と
珈
琲
と
向
日
葵

の
家
』
が
７
月
１５
日
に
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は

千
葉
県
出
身
の
高
橋
由
太
。

『
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
』
大
賞
隠
し
玉
と
し
て
、

『
も
の
の
け
本
所
深
川
事
件

帖　

オ
サ
キ
江
戸
へ
』
で

デ
ビ
ュ
ー
。
累
計
４５
万
部

を
突
破
し
た
同
作
ほ
か
、『
ち

び
ね
こ
亭
の
思
い
出
ご
は
ん
』

『
し
っ
ぽ
食
堂
の
土
鍋
ご
は

ん
』
な
ど
多
く
の
人
気
シ
リ
ー

ズ
を
著
し
て
い
ま
す
。

 

『
く
る
り
駅
で
さ
よ
な
ら
を
』

シ
リ
ー
ズ
は
、
突
然
の
別
れ

を
忘
れ
ら
れ
な
い
主
人
公
た

ち
の
物
語
。
久
留
里
線
で
「
二

度
と
会
え
な
い
は
ず
の
相
手

に
会
え
る
駅
」
に
降
り
立
ち
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
風
景
の
町

を
訪
ね
て
い
き
ま
す
。
入
院

中
の
祖
母
と
い
な
く
な
っ
た

愛
猫
を
会
わ
せ
た
い
少
年
、

最
愛
の
飼
い
主
を
守
り
た
い

犬
、
亡
き
両
親
を
想
う
書
店

員
、
通
っ
て
い
た
書
店
の
店

主
と
の
再
会
を
望
む
親
子
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
別
れ
』

の
先
を
描
き
ま
す
。
切
な
く

も
あ
た
た
か
い
涙
を
誘
う
連

作
短
編
集
で
す
。

　
●
小
説
『
く
る
り
駅
で
さ
よ

な
ら
を　

猫
と
珈
琲
と
向
日

葵
の
家
』

著
者
：
高
橋
由
太　

文
庫
判
・

３
３
６
Ｐ　

税
込
８
５
８
円

発
行
：
ハ
ー
パ
ー
コ
リ
ン
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン

☎
０４
・
２
９
５
１
・
２
０
０
０

●
本
書
プ
レ
ゼ
ン
ト
３
名
様

　

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
。

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
シ

テ
ィ
ラ
イ
フ
編
集
室  

本
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
ま
で
。
８
／
１７
㈪

必
着
。

宛
先
：
〒
２
９
０
の
０
０
５
６

市
原
市
五
井
４
８
７
４
の
１

FAX
０
４
３
６
・
２１
・
９
１
４
２

メ
ー
ル kiji@cl-shop.com

小
説
本 

３
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

  

『
く
る
り
駅
で
さ
よ
な
ら
を

              

猫
と
珈
琲
と
向
日
葵
の
家
』

　

今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
夫
と
一
緒

に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
千
葉

県
の
山
の
中
を
歩
い
て
い
ま

し
た
。
場
所
は
小
櫃
川
の
源

流
域
に
あ
た
る
涸
れ
沢
で
す
。

あ
た
り
に
は
コ
ミ
ヤ
マ
ス
ミ

レ
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

花
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

他
に
何
か
な
い
か
な
？
と

探
し
て
い
る
と
、「
こ
れ
っ
て

キ
ノ
コ
？
」
と
夫
が
崖
を
指

さ
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
も

の
が
、
地
面
に
半
ば
埋
も
れ

た
枯
枝
か
ら

顔
を
出
し
て

い
ま
し
た
。

「
あ
っ
！
こ

れ
っ
て
シ
ロ

キ
ツ
ネ
ノ
サ

カ
ズ
キ
だ

よ
！
」
図
鑑

で
見
て
憧
れ

て
い
た
キ
ノ
コ
が
、
ま
さ
か

目
の
前
に
現
れ
る
な
ん
て
。

　

こ
の
キ
ノ
コ
は
自
然
度
の

高
い
山
に
発
生
す
る
た
め
、

千
葉
県
で
出
会
う
こ
と
は
ま

ず
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
な
ん

と
い
う
嬉
し
い

出
会
い
で
し
ょ

う
。
念
の
た
め

中
央
博
物
館
の

専
門
の
先
生
に

お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、「
時
期
的

に
は
少
し
早
い

で
す
が
、
間
違

い
な
い
で
す
。
清
澄
山
で
見

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
標

本
が
少
な
い
の
で
欲
し
い
で

す
」
と
の
お
返
事
で
し
た
。

　

そ
こ
で
数
日
後
、
再
び
そ

の
涸
れ
沢
を
訪
ね
て
み
ま
し

た
。
し
か
し
春
の
嵐
の
せ
い

か
、
枝
ご
と
ど
こ
か
へ
紛
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
つ
い

に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
キ
ツ
ネ
に
化

か
さ
れ
た
よ
う
な
、
た
っ
た

一
度
き
り
の
出
会
い
で
し
た
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
加
藤
恵
美
子
）
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●着付教室　毎㈰10時〜 11時・13時〜 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野
●全日制フリースクール　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777

●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　市原・うるいど八幡屋　
☎０４３６-７４-０００７

●ピアノのレンタル　漆田   0120-00-4210

●教育相談　ニート・不登校・学力不足・ひきこも
り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-5777

●深視力測定体験会　深視力は大型免許や、タクシー・
バス運転等の２種免許取得には検査の合格が必要　め
がね・補聴器の「O P Tなのはな」にて、随時測定受付
中　いすみ市深堀 360-3　☎0470-64-4748
●軽トラ用シェル木材キット販売　A R I G A T A Y A
山武市麻生新田4-4　軽トラに載せる木のキャビン　
山武の材木使用　☎080-5006-1067

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話番号を明記
し、ＦＡＸか郵送、メールで、またはH Pの申込フォー
ムからお申込みください　ＦＡＸ0436-21-9142
メール： k i j i @ c l - s h o p . c o m
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /

●犬差し上げます　小型犬～中型犬　子犬～若犬・５
才くらい　保護犬になります　トイプードル多め　
幼犬はハンディキャップがある子が多いです　
山武市・吉野　☎090-9683-7917
●秋田犬差し上げます 　３カ月　虎・オス　家族で飼っ
てくださる方　いすみ市・大谷　☎090-7832-5032

●房総発明研究会　第４㈰　13～ 15時　茂原市総合
市民センター　月会費：500円　アイデアの創出、具体
化、商品化　大塚　 ☎ 080-5400-5921

●ふれあいダンスパーティ　８／１㈯13時〜　高貫ダ
ンススクール（いすみ市岬町）　会費：2,000円　
主催：サークルたんぽぽ　☎090-4208-1210
●ダニーさんの気づき上映会＆シェア会　８／３㈪
10時～ 12時20分・コミュニティスペース嬉嬉（いす
み市大原7952）ワンドリンク付・30名　８／ 23㈰13
時半～ 15時50分・いすみ市岬公民館・40名　「国や
家族を守るために“敵”を殺すのは仕方ない」と思って
いたイスラエル人のダニーさん　彼の“気づき”の旅を
追いながら「平和のためにできること」は何かを一
緒に考える　事前申込900円、当日1,000円、18歳以下
無料　そとぼうほたる・川島　☎090-3239-1992　
●ヒロシマ・ナガサキ原爆ポスター展　８／４㈫～ 23
㈰　10〜 19時　茂原市立図書館　原爆ポスター展、子
どもたちの”平和なまち”絵画コンテスト入賞作品の展
示　無料　 茂原市企画政策課　☎0475-20-1516
●茂原市立図書館のイベント　こども図書館員：８／
５㈬　10時半と13時半　小４～６年　各６名　初めて
の方限定　要申込　大人のための映画会「父と暮せば」：
８／ 15㈯14時　８／３・11時～要申込　 講演会「捨
て犬・未来」命のおはなし：８／ 29㈯14時　小１年
～一般・小学生は保護者同伴　20名　講師は今西乃子

（児童作家）　８／８・11時～要申込　参加費はすべて
無料　☎0475-23-6151
●睦沢道の駅フリーマーケット　８／７・14・21・

28　毎週㈮開催　８～ 14時　雨天中止　出店者募集　
石田　☎090-3603-2266
●航空科学博物館（芝山町）のイベント　 飛行機が飛
ぶ原理で風車を回せ！：８／７㈮８㈯　11時・13時・
15時　各回当日先着15名　そらとぶかもつクイズ大
会：８／９㈰13時　80名　ドローン体験会＆ジェット
燃料のおはなし：８／ 11㈷ 10時15分・11時・11時
45分・13時半・14時15分・15時　各回当日先着10
組・主に小学生対象　ＪＡＬフェスタ：８／ 22㈯ 10
時　各イベントは要入館料：大人900円・中高生400円・
４歳以上～小学生300円　☎0479-78-0557
●日本ミツバチ保護の講習会　８／８㈯　９〜 11時
茂原市三ケ谷　巣箱、蜂、金稜辺の展示と15群保護の方
法　1,000円　古山　☎080-1153-2513
●音楽ボランティア・たんほぽの会レクチャー　８／
８㈯　14～ 16時半　茂原市総合市民センター　会の創
立30周年・時代の歌③昭和16～ 20年・平和を祈る歌
中学生～一般　講師：新村道子　ピアノ：中里美穂子　
参加費：500円　資料代：500円　要申込　
塚田　☎090-5409-8450
●藻原寺フリーマーケット　８／８・22・９／ 12・
26㈯　９〜 13時　茂原市役所近く　雨天中止　車ご
と出店：2,500円　初めて出店希望の方は開催日に本
部受付で説明を　開催情報「茂原骨董市公式」で検索
☎090-4950-6193（録音）
●聞こえにくい人と話そう　８／９㈰　13時半～ 15
時半　山武市成東中央公民館　無料　参加自由、申込不
要　聞こえで困ったことなどを話し合う　文字による
聞こえのサポート付　N P O千葉県中難協　
f a x .047-432-8039
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　８／９㈰か16㈰　
13～ 16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり
宅　入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要
素技術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明
参加費：3,000円　☎090-4918-2388
●フリーマーケット　８／９・16・23・30㈰　８～
15時　雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
牧場のしぼりたて牛乳で作った牛乳ようかんもあ
り　☎090-1611-4860
●磯・いそ探検隊　８／ 13㈭10時・11時　14㈮10時半・
11時半　県立中央博物館分館・海の博物館（勝浦市）
研究員の案内で磯の生きものを観察　初心者向けのミ
ニ観察会　保険料50円と入館料（一般200円、大高生
100円、中学生以下と65歳以上は無料）　当日受付・各回
先着15名・３歳以上（小学生以下は保護者同伴）　
☎0470-76-1133
●みんなで歌おう会　８／ 14㈮13時半～　茂原市総
合市民センター　童謡、唱歌、民謡など1,000曲の中から
リクエストで　プロのピアニストやテノール歌手が司
会・進行　歌の好きな方ならどなたでも　一般500円
吉田　☎090-2580-8941
●社交D A Nパーティ　８／ 15㈯13時半～　市原ダ
ンススクール　参加費：1,000円　
主催：さくらサークル　☎090-4746-1220　
● な が い き む ら の 夏 祭 り　８／ 15㈯16㈰　16～
20時　長生村尼が台総合公園　踊り・ランタンリリー

ス・ステージ・お化け屋敷・巨大迷路・逆バンジー・キッ
チンカー・ワークショップなど盛りだくさん
☎080-8551-8661　
●原爆の絵展 　８／ 15㈯16㈰　９時半～ 17時、最終
日16時半　 長生村交流センター　無料　原爆関連の
絵画、原子爆弾「リトルボーイ」実物大模型など展示　
戦争資料ビデオや映画「はだしのゲン」上映、読み聞
かせもあり　☎090-3094-0321
●千葉市少年自然の家のイベント　草木染めワーク
ショップ・藍の生葉染め：８／ 16㈰10時・８／ 29㈯
13時　藍の生葉を摘んで、シルク素材のストールや綿素
材のトートバックなどを絞り染め　どなたでも、小学
生まで要保護者同伴　各先着40名・３日前まで要申込
ナイトアドベンチャー：８／ 22㈯19時～　夜の自然の
家を歩き、星座観察も　どなたでも、中学生まで要保護
者同伴　先着30名・要申込　スポーツクライミング体
験会：８／ 23㈰14時　ボルダリングは３歳以上　トッ
プロープクライミングは小学生以上で条件あり　先着
35名・要申込　ファミリーキャンプ：９／５㈯10時半
～６㈰14時・１泊２日　稲刈り体験、アウトドアクッキ
ングなど　小中学生を含む家族18組　要申込・８／ 15
〆切　グローバルキャンプ：10／ 10㈯～ 12㈷・２泊
３日　外国人ゲストと一緒にキャンプを通して世界の
ことを知る　日本語で実施　身の回りのことが自分で
でき、本人が参加希望の小４～ 6年　48名　要申込・９
／ 12〆切　各参加費等・申込方法などはH Pにて　　
☎0475-35-1131
●茂原で振り返る昭和100年　前期８／ 16㈰まで、後
期８／22㈯～10／25㈰　９～17時　茂原市立美術館・
郷土資料館　８月は無休　無料　収蔵資料から昭和の
茂原を振り返る合同展示　☎0475-26-2131　
●大画面でみる映画会「すみっコぐらし とびだす絵
本とひみつのコ」　８／ 18㈫　10時と14時　茂原市
東部台文化会館　無料　申込不要　
☎0475-23-8711
●君津市民文化ホールの上映会　「長崎閃光の影で」：
８／ 21㈮　10時・13時・15時半・19時　1945年夏・
使命を全うしようとした少女たちの戦い　「この夏
の星を見る」：８／ 28㈮　10時・13時・15時45分・
19時　コロナ禍の最高で、二度と来ないでほしい夏
ともに一般1,000円・高校生以下600円・当日券のみ
☎0439-55-3300

●オオカミギャラリー・オオカミを知ろ う！　８／
22㈯～ 30㈰　10～ 16時　東金こども科学館　無料
㈪休館　オオカミの生態を知って、生物多様性豊かな
自然を想像してみよう　さわれる毛皮やシカの角、
クイズ、ぬり絵など　☎080-5024-9132　
●ふれあいダンスパーティ　８／ 23㈰・９／ 11㈮　
13～ 16時　茂原市総合市民センター　1,000円・３回
参加で半額　ダンスタイム、トライアル、ソロダンス　
50名　主催：ダンス松本　☎090-3047-0488
●特別展「夏！恐竜！！ちばディノランド」　８／ 31
㈪まで　９～ 17時　千葉市科学館　「恐竜×クリエイ
ター」がテーマ　フィギュア、マンガ、リアルな着ぐる
みによる再現パフォーマンス、動く恐竜ロボットへの
餌やり体験など　ジオラマ作りやプラモデルの組立て、
カードゲームのワークショップなどもあり、申込方法
などはHPにて　会期中無休　大人800円、高校生450円、
小中学生250円　☎043-308-0511
●ガンカフェ　ミルトスの木　三育学院@大多喜　９
／５㈯　14～ 15時半　三育学院教会（大多喜町久我原
1500）　無料　がん患者、経験者、家族、友人、身近な人
を亡くされた方、関心のある方など　お茶を飲みなが
ら対話する場　悩みや不安、願いを語り合い、聴き合い、
少しでも気持ちが軽くなる場所を目指す　どなたで
も気軽にご参加ください　要予約　
☎090-6438-4211
●ヴォーチ ダンジェリ＆ボス カテドラル　チャリティ
コンサート　９／６㈰　14時開演　茂原市東部台文化
会館　女声合唱　曲目：木下牧子「鴎」アカペラ、新見
徳英「花に寄せて」、「風になりたい」ほか　1,000円
眞鍋　☎090-1430-0852 
●もばら検定「ガス博士」検定試験　こどもガス博士：  
９／ 27㈰17時・小学生対象　ガス博士・修士号：９／
27㈰17時・一般対象　ガス博士・博士号：９／ 19㈯
13時・修士号合格者対象　茂原市総合市民センター　
講習会あり：９／ 27㈰10時・総合市民センター　と
もに要申込・８／ 31〆切　受験料や講習会参加費・申
込方法などはH Pにて　☎0475-24-3494　

●差し上げます　ステンドグラス用グラインダー、糸
ハンダ　山武市・竹中　☎090-5587-0276 

申し込み方法



42026年8月1日㈯外房版

　

写
真
家
の
し
っ
ぽ
な
さ

ん
、
ゆ
う
こ
さ
ん
の
二
人
が

運
営
す
る
『
フ
ォ
ト
キ
ッ
チ

ン
つ
ば
め
の
巣
』
は
、
ア
ー

ト
写
真
と
料
理
を
一
緒
に
楽

し
め
る
１
日
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
。
し
っ
ぽ
な
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ

展
な
ど
で
作
品
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、

展
示
会
だ
け
で
は
物
足
り
な

く
な
っ
て
。
も
っ
と
身
近
に

作
品
を
楽
し
め
る
ス
タ
イ
ル

は
な
い
か
と
思
い
、
料
理
の

仕
事
も
し
て
い
た
私
は
、
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
軽
食
と

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

さ
ら
に
二
人
は
、
企
画
に
当

た
っ
て
県
内
外
で
活
躍
す
る

写
真
作
家
た
ち
に
も
声
を
か

け
た
。「
自
分
の
作
品
が
発
表

で
き
る
場
所
で
、
も
っ
と
楽

し
く
交
流
し
た
い
、
発
信
し

た
い
、
と
い
う
の
は
皆
同
じ

な
の
で
。
互
い
に
刺
激
し
合
っ

て
、
新
し
く
次
に
つ
な
い
で

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
今

年
５
月
、
千
葉
市
若
葉
区
の

カ
フ
ェ
に
て
。
こ
の
日
は
二

人
の
料
理
家
に
メ
ニ
ュ
ー
考

案
と
当
日
の
調
理
を
依
頼
。

数
量
限
定
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー

ト
や
ケ
ー
キ
は
、
体
に
優
し

い
自
然
な
も
の
や
旬
の
も
の
、

千
葉
産
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
好
評
だ
っ
た
。
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
は
出
展
者
そ
れ
ぞ
れ

が
用
意
し
、
参
加
者
た
ち
は

そ
れ
を
開
き
な
が
ら
和
気
あ

い
あ
い
と
歓
談
し
た
。「
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
は
手
元
で
じ
っ
く

り
作
品
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
本
を
ゆ
っ
く
り
読

ん
で
過
ご
す
よ
う
に
、
写
真

作
品
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
」
と
し
っ
ぽ
な
さ
ん
。

　

次
回
は
８
月
８
日
㈯
、
市

原
市
五
井
の
京
葉
画
廊
。
今

回
は
し
っ
ぽ
な
さ
ん
に
よ
る

お
つ
ま
み
プ
レ
ー
ト
に
ア
ル

コ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

を
用
意
す
る
。
出
展
者
は
１０

名
、
う
ち
９
名
が
在
廊
予
定

だ
。
参
加
者
は
会
場
の
テ
ー

ブ
ル
で
軽
食
を
楽
し
み
な
が

ら
出
展
者
と
交
流
、
作
品
を

掘
り
下
げ
つ
つ
鑑
賞
で
き
る
。

販
売
も
あ
り
。
申
込
不
要
、

料
理
は
な
く
な
り
次
第
終
了
。

出
展
者
の
詳
細
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
：@tsubame516

に
て
。　
　
　
　
　
　
（
米
澤
）

●
フ
ォ
ト
キ
ッ
チ
ン
つ
ば
め

の
巣　

８
月
８
日
㈯　

１５
～

１９
時　

京
葉
画
廊
（
市
原
市

五
井
中
央
西
１
の
３
の
２０　

 

佐
川
ビ
ル
２
Ｆ　

五
井
駅
西

口
近
く
）　

入
場
無
料

 

写
真
作
家
た
ち
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

　    

　
　
　 

軽
食
と
と
も
に
楽
し
む

　

前
回
に
続
き
、
感
動
と
興

奮
が
尽
き
な
い
「
名
画
」
を

ご
紹
介
。（
文
中
：
監
督
＝
Ｄ
、

俳
優
＝
Ａ
、
音
楽
＝
Ｍ
、
年

は
日
本
公
開
時
。
文
中
に
一

部
引
用
あ
り
）

●
「
翼
よ
！
あ
れ
が
巴
里
の

灯
だ
」
１
９
５
７
年
（
Ｓ
３２

年
）
米
国　

Ｄ
ビ
リ
ー
・
ワ

イ
ル
ダ
ー　

Ａ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ス
テ
ュ
ア
ー
ト　

１
３
８
分

１
９
５
４
年
に
ピ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ

の
著
作
を
原
作
と
し
た
伝
記

映
画
。
歴
史
的
な
大
西
洋
単

独
無
着
陸
飛
行
を
描
く
。
こ

れ
ま
で
の
彼
の
来
歴
を
回
想

す
る
飛
行
前
夜
、
１
９
２
７

年
５
月
２０
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
飛
行
場

の
困
難
な
離
陸
、
睡
魔
や
機

体
の
着
氷
、
誤
差
が
増
大
す

る
推
測
航
法
と
の
苦
闘
を
越

え
、
つ
い
に
翌
日
、
５
８
１
０

㎞
・
３３
時
間
半
の
飛
行
を
一

人
で
や
り
切
り
、
パ
リ
の
ル
・

ブ
ル
ジ
ェ
空
港
に
到
着
す
る
。

２
０
０
６
年
「
感
動
の
ア
メ

リ
カ
映
画
ベ
ス
ト
１
０
０
」

で
６９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
有

名
な
日
本
語
タ
イ
ト
ル
は
翻

訳
家
が
つ
け
た
妙
訳
で
、
リ

ン
ド
バ
ー
グ
の
セ
リ
フ
で
は

な
い
そ
う
だ
。

●
「
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
」

１
９
６
６
年
（
Ｓ
４１
年
）
英

国
・
米
国
・
イ
タ
リ
ア　

Ｄ

デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
リ
ー
ン　

Ａ

オ
マ
ー
・
シ
ャ
リ
フ
、
ジ
ュ

リ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ィ　

Ｍ
モ
ー

リ
ス
・
ジ
ャ
ー
ル　

１
９
７

分　

原
作
は
ロ
シ
ア
の
作
家
、

ボ
リ
ス
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク

に
よ
る
１
９
５
７
年
の
同
名

小
説
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞
作
品
。
第
一
次
世
界
大

戦
と
内
戦
中
の
ロ
シ
ア
で
、

医
師
の
ユ
ー
リ
・
ジ
バ
ゴ
と
、

恋
人
ラ
ー
ラ
の
翻
弄
さ
れ
る

生
涯
を
追
っ
た
歴
史
ド
ラ
マ
。

第
３８
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
作

曲
賞
や
衣
装
デ
ザ
イ
ン
賞
な

ど
５
部
門
受
賞
、
第
２３
回
ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
で
は
作

品
賞
・
監
督
賞
・
主
演
男
優

賞
な
ど
５
部
門
受
賞
。
数
奇

な
二
人
の
運
命
と
周
囲
の
登

場
人
物
の
人
間
性
を
掘
り
下

げ
た
物
語
は
高
評
価
を
得
、

挿
入
曲
「
ラ
ー
ラ
の
テ
ー
マ
」

の
大
ヒ
ッ
ト
も
あ
り
、
映
画

は
世
界
的
人
気
を
博
し
た
。

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
が
傑
作

と
評
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
。

●
「
地
獄
の
黙
示
録
」
１
９

８
０
年
（
Ｓ
５５
年
）
米
国　

Ｄ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・

コ
ッ
ポ
ラ
（
製
作
・
脚
本
）　

Ａ
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
ロ

バ
ー
ト
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
、
マ
ー

テ
ィ
ン
・
シ
ー
ン　

１
９
６

分　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
の

１
９
６
９
年
を
舞
台
と
し

た
、
戦
争
の
闇
と
狂
気
を
壮

大
な
叙
事
詩
的
映
像
で
作
り

上
げ
た
作
品
。
第
５２
回
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
撮
影
賞
・
音
響
賞
、

第
３７
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー

ブ
賞
監
督
賞
・
助
演
男
優
賞
・

作
曲
賞
、
第
３３
回
英
国
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
監
督
賞
・
助
演
男

優
賞
、
第
３２
回
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
パ
ル
ム
・
ド
ー
ル
な

ど
を
受
賞
。
原
作
小
説
で
あ

る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド

の
『
闇
の
奥
』
で
は
、
１９
世

紀
後
半
の
ア
フ
リ
カ
・
コ
ン

ゴ
が
舞
台
だ
っ
た
が
、
コ
ッ

ポ
ラ
監
督
が
多
く
の
神
話
的

イ
メ
ー
ジ
や
文
学
作
品
の
モ

チ
ー
フ
を
入
れ
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
批
判
的
作
品
と
し
た
。

公
開
時
は
否
定
的
意
見
も
多

か
っ
た
が
、
全
世
界
で
大
ヒ
ッ

ト
を
記
録
し
、
現
在
で
は
ア

メ
リ
カ
映
画
史
上
、
重
要
な

作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。


